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　秋田大学全学同窓会は、令和元年度設立10周年の記念すべき節
目の年を迎えました。
　丁度10年前、秋田大学創立60周年を機に「各学部同窓会相互の
交流と親睦を図り、秋田大学の教育研究活動等を支援し、秋田大
学の発展に寄与すること」を目的に設立されました。
　平成30年度3月の全学同窓会役員会に於いて、関東圏在住の同
窓会員を対象にした全学同窓会の東京開催と会報発行について協
議され、承認されました。
　晴天に恵まれた令和2年2月1日、関東圏在住の同窓会員が一堂
に会し、全学同窓会設立10周年と秋田大学創立70周年を記念し
て、東京ガーデンパレス(文京区湯島)に於いて記念式典・祝賀会が
開催されました。式典には、秋田大学　山本文雄学長はじめ多数の
ご来賓のご臨席を賜り、盛大に開催されました。
　また、秋田市出身の銭谷眞美東京国立博物館館長からは「秋田
大学及び秋田大学全学同窓会への期待」と題して、今後とも特色あ
る総合大学として、また知の拠点として、道徳性・倫理性に富んだ品
格ある卒業生を輩出してほしい等のエールが送られました。
　記念祝賀会では、旭水会会員のチェロとバイオリン奏者ご夫妻
(元東京フイル交響楽団で活躍)による素晴らしい記念演奏が披露
され、大いに盛り上がりました。
　20代から80代までの同窓会員が一堂に会し、学部や年代が違っ
ても大学時代の思い出や近況報告など尽きることのない交流は、時
間の経つのも忘れて続けられました。
　今後とも、母校秋田大学の発展に寄与すると共に、各学部同窓会
相互の交流・親睦を大切にし、全学同窓会の益々の発展を願って止
みません。

　秋田大学全学同窓会会報の創刊を心からお慶び申し上げます。
全学同窓会は、平成16年4月の国立大学法人化とともに設立に向け
た検討を始め、秋田大学創立60周年記念式典が開催された平成21
年11月15日に正式に発足し、令和元年度には設立10周年を迎えら
れました。この10年間の活動の中で、平成27年に開始したホームカ
ミングデーを5回連続で開催してこられたことは、全学同窓会をはじ
め各学部等同窓会の全面的な協力があったからこそ実現できたも
のと感謝申し上げます。また、日頃から同窓会の運営にご尽力されて
いる会長はじめご支援されている会員の皆様に敬服している次第で
あります。
　このたび、全学同窓会設立10周年という節目を迎えられましたが、
それを記念して東京ガーデンパレスにおいて全学同窓会10周年記
念式典、記念講演会、祝賀会が開かれ、4学部を卒業した諸先輩方
が一堂に集まり、旧交を温められている光景を目の当たりにし、感激
した次第であります。全国に散在している会員の皆様が一堂に会し
て親睦を図ることが、ともすれば難しい状況の中で、この度、会員相
互の情報交換ができるこういった会報を創刊することは、本当に意
義のあるものと思います。会員の皆様におかれましては、各学部等同
窓会との連携を強化しながら、卒業生、在学生、教職員間の交流の
場として、この会報を大いに活用いただき、会員相互のつながりが一
層強化されることを期待しております。
　最後に、会員の皆様には十二分にご健康に留意され、ますますご
活躍されることを心から祈念いたしますとともに、秋田大学の活動
へのより一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。
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各同窓会・会だより各同窓会・会だより

嵯峨　正俊

同窓会のこれからを思う

旭水会　副会長・事務局長
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千葉　到

北光会の歩みと今後への期待

北光会会長

　1928年(昭和3年)「北光会誌」第1号が発刊され「本会ハ会員相互ノ親睦
ヲ厚ク連絡ヲ図り且ツ母校ニ資スルヲ以ツテ目的トス」会則である。北光の
名称は"オーロラ"に由来する。爾来今日まで物故者を含め31,200名の卒業
生が送りだされ、海外での活躍が目覚ましく、南極越冬隊長を務めた方も多
い。
　全国10支部が構成されており、通常総会は各支部持ち回り(秋田支部は
隔年実施)で開催している。この席では各支部推薦の功労者を表彰してい
る。年間予算は12,000千円、少ないながら2学部に20万円ずつ寄贈してい
る。2018年(平成30年)設立90周年を迎え、「大先輩に聞く」冊子を発行しま
した。
　在学時、啓明寮、明和寮からお誘いもあり、前者からはダンスパーティ、後
者からはクリスマスパーティ(30円相当のプレゼント持参)等です。また日帰
り旅行など、楽しい思い出となる企画もあります。学部間の交流は今後一層
盛んにしてほしいものと願っております。
　また、大学全体が益々隆盛を極め、有能な人材をどんどん世に送りだして
ほしいものと期待しています。
　同窓会は母校発展の礎であり、我々はそれを支えていくことが大切なこと
だと思います。

松岡　一志

医学部医学科同窓会「本道」

本道会長

　秋田大学医学部は戦後初の国立大学医学部として1970年に創立され、
2020年には50周年を迎えます。医学部医学科は昭和51年(1976年)以来
4,443名の卒業生を送りだし、全卒業生と本学部に在籍した教職員及び学
位取得者等を正会員とし、また、大学院生及び全在校生を学生会員として
「本道」を組織しています。会員数は現在正会員4,827名、学生会員668名
で、会員相互の親睦と本学部発展のために活動しています。全国には関東支
部を初めとする多くの支部が結成され、活動中です。
　同窓生には全国の医学系大学の教授として医学研究・医学教育に活躍中
のOBも多く、医学系大学の医学部長・附属病院長に就任したOBも誕生して
います。また、行政や医療・医学界のリーダーとして活躍する会員も多数おり
ます。
　本同窓会では年1回機関誌「本道」を発行し、また、会員名簿も発行してお
ります。平成8年以来開催している「医学部医学科同窓会と学生会員との連
絡会」は、医学部長、学務委員長も出席し、学生と直接的な意見・情報交換の
できる貴重な場になっています。

坂本　健将

全学同窓会１０周年のご挨拶

本道さくらの会会長

　全学同窓会設立から１０周年という記念すべき年を迎えることができま
した。これもひとえに会員の皆様のお陰と存じます。全学同窓会としては初
めての会報であり、簡単に説明をさせていただきますと、今から１０年前の
大学創立６０周年を機に、北光会、旭水会、本道会、本道さくらの会が一つ
となり、秋田大学全学同窓会という形になりました。各々の同窓会としても
活動を行っていますが、毎年行われているホームカミングデーやこの度、東
京で開催致しました１０周年記念式典などの活動をさせていただいており
ます。
　大学を卒業後、同級生や先輩方や後輩のことなど、ふとした時に気にな
ることはないでしょうか？今はSNSが普及し、おおよその検討はつくもの
の、会って話さなければ感じることができないものもたくさんあるかもしれ
ません。もっと多くの同窓生の方々の繋がりが増え、また更に強まるような
働きかけをこれからも取り組んでいきたいなと思っています。会員の皆様
には今後ともご協力のほどよろしくお願い致します。

本道さくらの会事務局 TEL：018-884-6556

info@hokkokai.com
TEL/FAX：018-835-9822北光会事務局

alumni@med.akita-u.ac.jp本道事務局

kyokusui@ed.akita-u.ac.jp
TEL/FAX：018-831-2783旭水会事務局

　2020東京オリンピックまで半年。私は1964東京オリンピックの年の3月に
学芸学部を卒業して教師になりました。当時の秋田県内の小・中学校では、秋
大卒(前身の師範卒を含めて)の教師が多く、記憶はありませんが、当然のよう
に同窓会費を納めていたのでしょう。
　 「いたのでしょう」というのは、つまりは同窓会員としての意識がなかったの
です。現場を離れて18年。今の若い人たちはどう感じているのでしょう。
　ところが、退職後に訳あって同窓会事務局の仕事をするようになると、どう
しても同窓会のこれからを考えざるをえない場面に出くわすようになりまし
た。頭の片隅に少しばかり残っている学芸学部卒の感覚を早く切り替えなけ
ればいけなくなりました。
　事務局の仕事柄、学生と接する機会も多々ありますが、学生ですから当然
ながら同窓会に対する意識はそれほど強くはありません。卒業後、だまってい
ても同窓会費が納められる時代でもありません。このあたりに切り込んでいく
のが、同窓会のこれからを考える起点なのかもしれません。
　こんな思いでいるところに全学同窓会の姿が見えてきました。ほかの学部
の同窓会との情報交換がしやすくなったことが何よりです。特に今回の10周
年記念事業は、各学部同窓会が連携する画期的なものであり、秋田大学同窓
会の新しい1ページになりました。縁あって関わらせていただいたことは、これ
からの同窓会を考える上での貴重な経験になりました。この度の 事業に対す
る大学側の多大なご支援に厚く感謝を申し上げます。
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　山本文雄学長を初めとする12名の秋田大学の幹部各位ご臨席

の下、会は予定通り進行した。

　記念式典では、初めに本会開催の担当同窓会『旭水会』の千葉

昭会長から、この会を全学同窓会の存在意義の再認識と活性化

の機会に、との挨拶がなされた。

　続いて、来賓を代表して山本学長から、「学生第一、学生が本学

で学べてよかったと実感できる大学運営に努めてきており、その

成果の一端は日経HR『価値ある大学2018年版 就職ランキング』

において、企業が選ぶ『採用を増やしたい大学ランキング』で堂々

の全国第一位に選ばれたことなどにも表れている。今後一層のス

テータスアップを図りたい。」旨の祝辞が述べられた。

　記念講演会の状況については次ページをご覧いただきたい。

　全国から集った70数名の出席者による記念祝賀会は、祝賀演

奏から始まった。演奏者は、元東京フィルハーモニー交響楽団チェ

ロ奏者で『旭水会』会員でもある嵯峨正雄氏と、同氏令室で、かつ

て同じ楽団でバイオリン奏者として活躍された真知子氏。『荒城の

月』を含む二重奏3曲で、祝賀・懇親の会への雰囲気を盛り上げて

くれた。

　『本道』の会(医学部同窓会)松岡一志会長の開会挨拶に始まり、

『北光会』(国際資源学部・理工学部同窓会)千葉到会長の中締め

に至る同窓会各位(左記)による挨拶・スピーチ等の内容(概要)は

紙面も限られており、省略させていただくが、来賓の小川信明副学

長の乾杯に始まった祝賀・懇親の会は、互いに何十年ぶりかに再

会した会員も少なくないだけに、大いに盛り上がった。正に式典冒

頭で全学同窓会・千葉昭会長が述べた「本会を全学同窓会の存在

意義の再認識と活性化の機会に」との趣旨の通りとなった。

　なお、祝賀会の進行は『本道さくら』の会(医学部保健学科同窓

会)久米裕事務局長、これより前の記念式典・講演会の進行は『旭

水会』(教育文化学部同窓会)大門幸子総務委員、記念講演の謝辞

は、同会・加藤豪之助副会長が務めた。

当
日
の
し
お
り
の
マ
マ

会次第 会の状況報告（概要）

Akita University alumni association Held in Tokyo

記念式典 記念講演会 記念祝賀会

第1回



旭水会・広報委員会（kyokusui@ed.akita-u.ac.jp）

     秋田大学　及び
秋田大学全学同窓会への期待

     秋田大学　及び
秋田大学全学同窓会への期待

　設立10周年を祝う全学同窓会。しかもその会の刊行としてはこれが発行第1号となる会報の編集（HP掲載）。その活動に担当として携われたこと
を幸せなことと考えています。
　諸事情から少し遅れましたが、記念すべき会報第1号をご覧いただければ幸いです。ご多忙中ご寄稿いただいた皆様と記念講演講師の銭谷先生
には、改めて厚く感謝申し上げます。
　内容等でお気づきのことは、下記委員会宛てご連絡ください。なお、次号発行の担当同窓会は北光会です。ご期待ください。
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　文部省職員時代のまだ若かった時のことだが、秋田県教委から教科調査官として赴任された、附中での恩師でもある水戸谷貞夫先生からのお声懸

りで、いろいろ駆け回って省内に秋田県人会「竿灯会」を立ち上げたことも、秋田につながる思い出である。文部科学省時代になって久しいが、本会は

省内でけっこう存在感のある会として存続している。この会の立ち上げ以来、私は前にも増して、自らの所属する同窓の会には欠かさず出席するように

している。そこは、今の自分を作り上げた心の拠り所になっているからである。本日のこの会に寄せてご紹介する。

　今席での演題について述べるに当たり真っ先に述べなければならないのは、現在の日本の高等教育(大学、短大、高専等)の置かれている状況には

非常に厳しいものがあるということである。かつて経済・産業、学術研究などでアジアを初め世界の国々から注目される隆盛を見せていた我が国は、

今やその勢いをすっかり失ってしまっているのである。加えて危惧されることがある。国の繁栄は知の殿堂である大学教育の充実・発展にかかってい

るともいわれるその大学が、入学して主役の学生となるべき18歳人口が著しい減少の一途をたどっているからである(表「18歳人口と高等教育機関へ

の進学率の推移」を提示)。昭和40年代初めや平成6年頃には200万有余を誇っていた18歳人口は、今や100万近くにまで半減。これまでは大学進学

率の増加などで一定数の学生を確保できたものの、やがて100万を切り90万、80万を切って、大学の存亡に係る危機的状況に陥ることも予想される。

　そのような中、秋田大学は、北東北を代表する、4学部を備えた国立の総合大学として最高の実績を挙げてきており、今も躍進し続けている。

　そのよい例は、学校教育を初めとする教育の面に覗われる。師範時代に始まり教育文化学部の現在に至るまでの長い歴史の中で輩出されてきてい

る優れた教師たちの懸命な努力により、秋田の子どもたちはここ10年余にわたり学力日本一の座を保っている。実績は、教科にとどまらず、道徳教育

や特活指導にも及び、更には広く深く、ふるさと教育や生涯学習にも及んでいる。

　日本唯一の鉱山・地下資源に特化した鉱山専門学校を出発点とし、資源学教育の拠点となっている国際資源学部。IoTやAI、ロボットなどを手がけ、

理工学教育の改革をリードし続けている理工学部。高齢化率が全国一の本県で、それに対応した地域医療に強力に取り組んで、顕著な成果を挙げて

きている医学部。これら４学部を初め、大学全体が一体となって前進している秋田大学の現状に深く敬意を表したい。

　かつて秋田大学で学ばれ、卒業後も長く秋田大学を応援し続けてくださっている全学同窓会員の皆様の変わらぬお力添えのもと、今後とも道徳性・

倫理性に富んだ品格ある卒業生を送り出せる大学であり続けること、そして「秋田大学を見れば明るい秋田や日本の明日が見えてくる。ひいては世界

の明日が見えてくる」というような大学、高度で良質な地域貢献、国際社会貢献のできる大学であることを期待している。

　学生第一、優れた人材育成を謳う秋田大学の70周年と、各同窓会が一つとなった全学同窓

会の設立10周年を、心からお祝い申し上げる。

　秋田に生まれ、秋田で高卒までを過ごした私には秋田大学との思い出は少なくない。

　小学生時代では、初めて訪れた秋大球場。珍しい展示物や設備に驚いた鉱山博物館。

　市立の小学校から受験して入学した附属中学校時代では、高徳・博愛の方として生涯振り仰

ぐ存在となった二人の校長先生。一人は藤島主殿教授(後に学部長に)で、一人は渡邊萬次郎

教授(後に学長に)。教授が附属校の校長を併任する国立大学ならではのことであった。

　高卒直後のことではあるが、後に私の血縁の中でも手厚い医療によって健康を取り戻したり

命を救っていただいたりした者もいた附属病院を擁する医学部の創設なども心に強く残る。

講演要旨

銭 谷 眞 美 氏

国立博物館館長（元 文科省次官）　講師
1949年 秋田市土崎港出身、秋田大学附属中学校、秋田高等
学校、東北大学教育学部卒業。
1973年文部省に入省後、文部省・文部科学省の要職を歴任。
2007年から2009年7月まで文部科学省事務次官。
同年8月より東京国立博物館長に就任、現在に至る。

記念講演者のプロフィール


